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東大日本史のみかた 45〔問題編〕

第 45回となる今回は 2021年の東大日本史の第１問を取り上げてお話をしていきたいと思います。さぁ，
しっかり問題を考えてみてください。

【2021 年度 東京大学 文科前期 第１問】

次の(1)～(5)の文章を読んで，下記の設問に答えなさい。

(1) 842 年嵯峨上皇が没すると，仁明天皇を廃して淳和天皇の子である皇太子恒貞親王を奉じようとする

謀反が発覚し，恒貞親王は廃され，仁明天皇の長男道康親王（文徳天皇）が皇太子に立てられた。以後

皇位は，直系で継承されていく。

(2) 嵯峨・淳和天皇は学者など有能な文人官僚を公卿に取り立てていくが，承和の変の背景には，淳和天

皇と恒貞親王に仕える官人の排斥があった。これ以後，文人官僚はその勢力を失っていき，太政官の中

枢は嵯峨源氏と藤原北家で占められるようになった。

(3) 文徳天皇は，仁寿年間以降（851～），内裏の中心である紫宸殿に出御して政治をみることがなかった

という。官僚機構の整備によって天皇がその場に臨まなくても支障のない体制になったためだと考えら

れる。藤原氏の勧学院，在原氏や源氏の奨学院など，有力氏族は子弟のための教育施設を設けた。

(4) 858 年清和天皇はわずか９歳で即位した。このとき外祖父で太政大臣の藤原良房が実質的に摂政とな

ったと考えられる。876 年に陽成天皇に譲位する時に，清和天皇は藤原基経を摂政に任じ，良房が自分

を補佐したように陽成天皇に仕えよと述べている。

(5) 清和天皇の貞観年間（859～876）には，『貞観格』『貞観式』が撰定されたほか，唐の儀礼書を手本に

『儀式』が編纂されてさまざまな儀礼を規定するなど，法典編纂が進められた。

設 問

９世紀後半になると，奈良時代以来くり返された皇位継承をめぐるクーデターや争いはみられなくなり，

安定した体制になった。その背景にはどのような変化があったか。５行以内で述べなさい。


